
本事業において、県内の市町村、観光協会、宿泊事業者、観光施設、アクティビティ事業者へSTの推進に関するアンケート

調査を実施した。下に掲載したレーダー図は、回答者が沖縄観光の課題として感じている項目を選択した結果である。回答

者種別に関わらず課題認識として大きいのは、観光分野における「人手不足」である。また、項目、回答者種別によって環境

面や文化・社会面・経済面においても課題として認識されている項目がいくつか見られている。
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３-２．県内アンケートの結果－沖縄観光の課題に対する認識

沖縄観光における課題



STの取組に対して県内関係者の態度としてもっとも多いのは、「必要性を感じているが現状では取組を実施できていない」

であり、アクティビティ事業者を除くと、半分前後の回答者が同回答をしている。一方、アクティビティ事業者は半分強が取組を

行っていると回答した。STに取り組む上での課題としては、「資金がない」以前の問題として「人員がいない」がいないことが挙

げられ、また行政を中心に「情報（手引書やマニュアルなど）がない」とした回答も多く見られた。
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３-２．県内アンケートの結果－STへの取組意向と課題
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STへの取組状況の中で、体制整備の取組については、「取組なし」との回答がもっとも多くなっている。一方で、アクティビティ

事業者における「従業員への定期的な教育・指導（約3割）」や、観光協会における「体制（担当者）の設置（約3割）」などの

特徴的な取組も見られる。情報発信の取組については、一部で「STに関するメッセージの発信」が行われているが、いずれの

回答者種別においても約6割が「取り組んでいない」との回答結果になった。
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３-２．県内アンケートの結果－STへの取組状況
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本事業において、県内でサステナブルツーリズム等がどのように取り入れられているかを把握するため、文献調査（WEB調査）を

行い、72件の事例を収集した。また、その中から「沖縄らしいST」を体現しているケースを示すため、「エリア」・「分野（環境／

社会／経済）」・「業種」のバランスを考慮しながら、15件の取組事例を同一フォーマットに落とし込んだ。県内にはまだ多くの取

組が行われており、これらのケース収集・整理については拡大実施の余地を残している状況である。
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３-3．県内における先行事例の整理

石垣島ビーチホテルサンシャインの取組



サステナブルツーリズムによって「何」を持続させる（サステナブルにする）のか、持続可能な開発の概念におけるトリプルボトムラ

インに立ち戻り、取り組みの対象（分野）を「環境」「社会」「経済」に分解して整理した。その上で、ステークホルダーを表す

VICEモデルをベースに、取り組みの主体を「観光客」「事業者」「県民」「研究機関」「行政機関」に分解した形の、「対象×主

体別」のサステナブルツーリズムフレームワークを設定している。
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４．考え方の整理－STフレームによる取組事項の整理

サステナブルツーリズムフレームワーク



STが内包する領域や取組は多岐に渡り、すべての項目を同時並行で推進するには限界があり、政策上の優先順位を設定

することが必要である。また、STフレームは国際的な視点に基づき 特定の国・地域に依らない普遍的な整理がなされており、

沖縄においてすべての項目の重要性が平等なわけではない。そこで、検討委員会及びワークショップにおける議論を踏まえて、

沖縄のSTにおいて優先的・重点的に取り組むべき項目を絞り込む作業を行った。
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４．考え方の整理－沖縄らしいSTを検討する際の視点・基準の整理

ST推進の取組の位置づけと優先順位付けの基準 STの取組の網羅的整理と基準との照合



今年度実施した各種調査、検討委員会・ワークショップでの議論等を踏まえ、STを推進していくにあたっての沖縄観光の主要

課題を整理した。沖縄におけるST推進のポイントは、地域側の主要ステークホルダーである県民の幸福度向上に資する観光

であることと、観光振興の基盤となる観光人材の確保、観光客へ提供するサービスのST推進の視点からの底上げ、そして

日々変化するSTを取り巻く外部環境の変化へのスピード感ある対応と整理された。
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４．考え方の整理－ST推進における沖縄観光の課題（たたき台・仮）

県民との良好な関係性構築：
観光は県のリーディング産業であり、県経済に貢献する重要な役割を担っている。
一方、県民意識調査でも県民の観光産業の重要性に対する認識は高いとはいえず、
逆に観光振興あるいは観光産業への就業に対してネガティブな意見も見られる。重
要なステークホルダーである県民と観光との良好な関係性構築が必須となる。

＋ 観光業界の人材確保と体力強化：
観光業界においても、待遇面や将来への不安等を理由に人材不足が深刻化してい
る。人材がいないことにはいずれの取組を行うこともかなわず、人材の確保と安定
化はST推進における最も重要な基盤となる。中長期で業界の雇用環境を改善を
図っていくことで、観光人材を安定的に確保し、人材育成を図ること求められる。

外部環境の変化への対応：
STを取り巻く環境は日々変化しており、脱炭素を含めた環境対応は、現在では喫緊
の課題となっている。また、STに対する市場意識も年を追うごとに敏感になってお
り、対応が遅れることで市場から見限られることのリスクも高まってきている。客観
的に環境変化を捉え、優先順位をつけて戦略的に対応していくことが必要である。

中長期のビジョン・戦略の共有：
STの推進に際して中長期のビジョン・戦略を示すことは、沖縄版STの方向性や目標
を明確にし、県内各地域や業界あるいは各事業者の自律的な活動を促進するほか、
必要な取組やリソースの配分を明確にすることに繋がるため、沖縄観光全体の指針
としてのビジョン・戦略を策定し、広く共有していくことが重要である。
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ベースラインの底上げと信頼確保：
沖縄県としてSTの推進を標榜し、各種取組を通じて受入環境の整備と誘客活動を
実施していくにあたっては、発信内容に対して双方の責任が生じる。一方で、県内で
提供される観光サービスの中には、必ずしもSTの理念に合致しないものが存在して
おり、その部分の質の底上げと安全性の確保を含めた信頼性の向上が望まれる。


